
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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装
丁
に
、
大
島
紬
・肥
後
絣
… 

ら
え
た
ら
、
本
書
に
似
合
し
か
ら
ぬ
た
だ
ひ
と
つ

の
奢
り
も
、
か
な
ら
ず
し
も
、
意
味
な
し
と
し
な

い
の
で
あ
る
」
と
担
当
者
の
想
い
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
縬
と
は
表
面
に
細
か
い
縮
み
し
わ
の
あ
る

織
物
の
こ
と
で
す
。 

 

緑
色
の
布
を
用
い
た
『
滋
賀
銀
行
二
十
年
史
』

（
１
９
５
４
年
刊
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
表

装
に
使
用
し
た
布
地
は
、
近
江
長
浜
の
名
産
「
浜

紬
」
で
あ
る
。
」
と
あ
り
ま
す
。
浜
紬
（
は
ま
つ

む
ぎ
）
は
、
滋
賀
県
長
浜
市
で
織
ら
れ
る
絹
織
物

で
す
。 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 

熊
本
県
の
『
肥
後
銀
行
五
十
年
史
』（
１
９
７
７

年
刊
）
の
「
凡
例
」
に
は
「
装
丁
に
は
、
熊
本
県

特
産
の
肥
後
絣
の
生
地
を
使
用
し
た
。
」
と
あ
り

ま
す
。
肥
後
絣
（
ひ
ご
が
す
り
）
は
、
縞
模
様
が

特
徴
的
な
木
綿
で
す
。 

徳
島
県
の
『
阿
波
銀
行
七
十
年
小
史
』（
１
９
６

７
年
刊
）
は
、
藍
色
が
き
れ
い
な
、
や
や
小
ぶ
り

な
社
史
。
「
あ
と
が
き
」
か
ら
引
用
す
る
と
「
表

紙
に
は
、
阿
波
藍
で
染
め
た
、
阿
波
縬
（
あ
わ
し

じ
ら
）
を
使
っ
た
。
縬
の
手
ざ
わ
り
に
、
カ
ラ
リ

と
晴
れ
た
南
国
阿
波
の
空
を
想
い
、
さ
わ
や
か
な

藍
の
香
り
に
、
阿
波
銀
行
の
七
十
年
を
偲
ん
で
も 

社
史
の
装
丁
の
ク
ロ
ス
（
布
）
に
、
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
織
物
・
染
物
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
と
結
び
つ
き
の
深
い
地
方

銀
行
の
社
史
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
何
冊
か
見
か

け
た
の
で
、
今
回
の
「
社
楽
」
で
紹
介
し
ま
す
。 

● 

『
鹿
児
島
銀
行
百
年
史
』（
１
９
８
０
年
刊
）
の
「
凡

例
」
に
は
「
装
丁
は
鹿
児
島
県
特
産
の
大
島
紬
を

使
用
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。
大
島
紬
（
お
お
し
ま

つ
む
ぎ
）
は
鹿
児
島
県
・
奄
美
大
島
の
伝
統
的
な

絹
織
物
で
、
高
級
な
着
物
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 



 （
表
面
か
ら
続
く
） 

 
栃
木
県
の
『
足
利
銀
行
史
』（
１
９
８
５
年
刊
）
に

は
、
目
次
の
最
後
に
「
表
紙
ク
ロ
ス
／
足
利
織
物
・

正
絹
紬
地 
前
扉
／
烏
山
和
紙
・
雲
龍
紙
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
文
に
も
、
足
利
の
織
物
業
と
の
関

わ
り
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

富
山
県
の
『
北
陸
銀
行
十
年
史
』（
１
９
５
４
年
刊
）

は
、
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
「
装
丁
の
葛
布
は
倉

敷
民
藝
館
附
属
工
藝
研
究
所
」
に
よ
る
も
の
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
葛
布
と
は
、
葛
の
繊
維
か
ら
作
る
織

物
で
、
富
山
県
と
の
関
わ
り
は
定
か
で
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
「
書
中
の
和
紙
は
八
尾
越
中
新
社
」
と

あ
り
、
地
元
の
伝
統
産
業
品
を
用
い
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
す
。 

山
形
県
の
『
両
羽
銀
行
六
十
年
史
』（
１
９
５
６
年

刊
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
「
使
用
し
た
布
地
は
、

織
物
産
地
本
県
米
沢
市
の
輸
出
織
物
（
フ
ア
エ
ル
）

メ
ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
野
川
工
業
有
限
会

社
の
製
品
で
あ
り
、
見
返
し
、
前
扉
に
使
用
し
た
和

紙
は
、
本
県
上
山
市
高
松
に
於
て
古
来
か
ら
生
産
さ

れ
る
も
の
で
、
特
に
極
薄
和
紙
は
「
高
松
の
麻
布
紙
」

と
称
し
有
名
な
特
産
品
で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
の
両
羽
銀
行
が
改
称
し
た
『
山
形
銀
行
七
十
年

小
史
』
（
１
９
６
６
年
刊
）
で
も
「
六
十
年
史
と
統 

  
 

一
す
べ
く
前
著
に
倣
い
、
本
県
米
沢
市
の
輸
出
織
物
メ

ー
カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
湯
野
川
工
業
有
限
会
社
の

製
品
を
用
い
た
。」
と
あ
り
ま
す
。 

  

地
方
銀
行
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
『
愛
媛
新
聞
八
十
年

史
』
（
１
９
５
６
年
刊
）
は
「
伊
予
絣
」
を
用
い
て
い

ま
す
。
ま
た
近
刊
で
は
、
富
士
急
行
の
『
こ
の
４
０
年

の
あ
ゆ
み
』
（
２
０
１
７
年
刊
）
に
は
「
富
士
山
麓
の

湧
水
で
清
め
ら
れ
た
糸
が
織
り
成
す
優
美
な
色
合
い

と
独
特
の
風
合
い
を
持
つ
、
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
伝

統
織
物
「
ふ
じ
や
ま
織
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。」（
奥

付
の
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
も
、
地
域
と
関
わ
り
の
深
い
企
業
で
す
ね
。 

● 

こ
う
し
た
社
史
は
、
手
に
と
る
と
、
土
地
の
歴
史
や

温
か
み
を
感
じ
ま
す
。 

装
丁
に
つ
い
て
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
目
次
の
前

後
や
、
あ
と
が
き
な
ど
に
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
何
の

記
載
も
な
く
、
特
徴
的
な
布
地
な
の
に
特
定
で
き
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

社
史
の
装
丁
と
地
域
の
特
産
物
と
い
う
の
も
面
白
い

切
り
口
だ
と
思
い
ま
す
。
当
館
の
社
史
で
探
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

（
企
画
情
報
課 

高
田
） 
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